
　大館市にある株式会社デラックスウエア（社

長・村松隼人氏）は、衣服の製造・販売を手掛

けている。

●アメカジファッションの製造・販売を開始
　1900年代後半、全国の若者の間で、アメリカ

風の衣服や着こなしであるアメリカンカジュア

ルファッションが流行した。1900年代半ばにア

メリカで製造された衣服が「ヴィンテージ品」

として人気を集め、当時、小坂町の高校生だっ

た村松社長は夢中になった。村松社長は、高校

を卒業した後、県外の自動車向け素材メーカー

での勤務を経て、古着屋、アパレルメーカーに

勤務した後に帰郷し、2005年、大館市でアメリ

カンカジュアルの衣服の製造・販売を開始した。

●全国のセレクトショップで取扱い
　商品は主に男性向けで、シャツやカットソー

などのトップス、ジーンズやチノパンなどのボ

トムスのほか、ベルトやバッグといったレザー

商品、スニーカー、ブーツ、帽子などの小物を

製造している。オフィシャルサイトや、大館市

にある直営店「ダリーズ＆コー」に加え、北海

道から沖縄県まで31都道府県の60を超えるセ

レクトショップで取り扱っている。購買層は

30・40代を中心に10代後半から90代までと幅

広い。

●一切妥協しない製品づくり
　同社は、企画・デザイン、製造、卸・小売販

売の全工程を手掛けている。企画・デザインで

はヴィンテージ品が製造された頃の時代背景や

洋服に対する価値観を大切にし、製造では品質

の向上を最優先にしている。また、原料の調達、

縫製はすべて国内で手掛け、国産にこだわって

いる。デニム生地は岡山県、ニット生地は和歌

山県など、全国約20か所の契約工場が同社商品

【 会社概要 】

１　代 表 者 名	 村松　隼人

２　所　在　地	 大館市桂城８－３

３　事 業 内 容	 衣服等製造・販売

４　設　　　立	 2005年

５　資　本　金	 1,000万円

６　従　業　員	 30名

７　売　上　高	 190百万円（2020年1月期）

８　T 　 E 　 L	 0186-57-8508

９　F 　 A 　 X	 0186-57-8366

10　U 　R　L	 https://www.deluxeware.jp

（社長の村松氏）
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専用の生地を製造しており、商品によっては微

妙な色合いを表現するため糸の染色から始める

こともある。衣服の縫製は2010年に設立した自

社工場「オルダクト」で行っている。工場では、

1900年代初期にアメリカで製造されたミシン

を使用し、ヴィンテージ品に匹敵する風合いや

味わいを追求している。

　購入者はリピーターが多く、「伝統的なデザ

インの踏襲と現代的な着こなしを両立してい

る」、「丈夫で耐久性に優れている」、「素材やそ

の産地のほか、適切な洗濯方法、洗濯による縮

みや色落ちの程度など商品の特性を具体的に表

示しており、安心して購入できる」などの理由

から同社商品を愛用している。

●なまはげジーンズ「赤鬼」「青鬼」
　人気の高い商品の１つに、「なまはげ」と名

付けられたジーンズがある。後ろポケット、腰

パッチ、ボタンなど随所になまはげをモチーフ

としたデザインが施され、モデルはストレート

の「赤鬼」、ややスリムな「青鬼」の２種類となっ

ている。元々は10年ほど前に企画、製造し知人

の店舗で販売した商品で一旦製造を中止してい

たが、2018年に男鹿のナマハゲがユネスコ無形

文化遺産に登録されたことを機に2019年に製

造を再開し自社で販売している。オンラインシ

ョップと直営店のみが扱う「ご当地ジーンズ」

でもあり、これまでに約200本を販売した。

　同商品は大館市のふるさと納税の返礼品に

採用されており、2020年７月までに約250人

の納税者に送られた。村松社長は、「納税者は

既存客とは異なっており、返礼品への採用は

ブランドの認知度向上や新規需要の開拓に繋

がっている」と語る。

●全従業員が会社の状況や課題を共有
　2020年８月末現在、従業員は30名となって

おり、このうち女性が22名を占める。全員が一

丸となって会社の成長を担うことができるよ

う、年に２回、全従業員が参加する決算報告会

を開催し、会社の状況や課題の共有を図ってい

る。また、同社では、県外から熱心な愛好家が

訪れ、工場を見学するケースがみられる。愛好

家との触れ合いは、従業員が仕事に誇りを持ち

意欲を高めるきっかけになっている。

●今後の目標
　工場の設立から10年が経過し製造体制の強

化が十分に進んだことから、今後は海外での展

開を計画している。タイを皮切りに、アジア、

ヨーロッパ、アメリカと対象を順次拡大する構

想を立てている。村松社長は「１人でも多くの

人にブランドの特長を理解してもらい、海外で

も愛好家を増やしたい」と意気込みを語る。

� （相沢　陽子）

村松社長からのひと言

　年に２回カタログを作成して希望者に無料

でお送りしています。また、親子でペアルック

を楽しめるよう、キッズ向け商品の製造・販売

も始めました。

なまはげジーンズの腰パッチ
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